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今回の表紙

■撮影者 パンプキン

■撮影場所 宮城県鳴子峡

■晴れた日の鳴子峡がとて

も綺麗でした。コロナ禍で

なかなか旅行など遠出する

機会がなく、久しぶりの素

敵な景色にリフレッシュに

なりました。

表紙の絵や写真を募集してい

ます。会員さんやご家族がお

描きになった絵や撮影した写

真など掲載希望がありました

ら、事務局まで画像データ添

付でメールでお送りください。

問い合わせ・送付先 info@e-

club.jp 
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ギフテッドの教育支援が、いよいよ日本でも来年度か

ら予算化されることになりました。新聞等でも報道され

たので、ご存知の方もいらっしゃるかもしれません。ギ

フテッドの定義や基準をどのようにするか、30年以上

も前にアメリカの小学校のギフテッドクラスでインター

ンを体験していた私にとっては興味津々で発表を待って

いました。ところがなんと、ギフテッドの定義や基準を

明確にしないまま支援をすることになったようです。

アメリカなどには2E(発達障害とギフテッドが両方あ

る人たち)というコンセプトがありますが、そこにはギ

フテッドが含まれますので、ギフテッドの定義が不明確

だと、２Eの定義もあいまいになってしまいます。発達

障害の支援団体代表として２Eを広めていきたいと考え

ていましたので、大変拍子抜けしました。

この経緯の詳細は、この分野の第一人者である松村暢

隆先生のホームページの文部科学省「才能のある子の指

導・支援」有識者会議に詳細がありますので、ご興味の

ある方はご覧いただければと思います。

https://2e-education.org/kaigi/

アメリカでは教育の範疇で支援すべき6種類のギフ

テッドを次のように定義しています。１．知性、２．芸

術性、３．特定の学問、４．運動能力、５．創造性、

６．リーダーシップ。創造性やリーダーシップをギフ

テッドと捉えていることが、意外と感じる人も多いで

しょう。

このチェックリストも掲載している『2E 得意なこ

と苦手なことが極端なきみへ: 発達障害・その才能の見

つけ方、活かし方』（合同出版）を2021年に出版し、

好評を得て11月に増刷されました。

この本をテキストにした昨年度後期の夜間講座には幅

広い分野からご参加いただきましたので、第19期1月か

らの夜間講座も再度このテキストを活用し、今回はギフ

テッドの支援を中心にお話を進めていきたいと思ってい

ます。他にも、神経心理ピラミッドによる支援の順序の

提案、神経伝達物質別、5つのやる気スイッチ、良いス

トレスと悪いストレスを含む3つのストレス、アンガー

マネジメントなど、ギフテッドだけではなく、能力を発

揮できなくて悩んでいる当事者の方や支援者の方にも参

考になるお話をしようと思います。

この本でも紹介していますが、発達障害の第一人者で

ある昭和大学精神科の岩波明先生は、創造性が社会に

よって抹殺されることも稀ではない、天才を使いこなせ

ていない日本社会の現状は変えなければいけないと『天

才と発達障害』という本で書いています。支援者として、

これをはっきりと言ってくださった岩波先生に心から感

謝をしています。

大阪医科薬科大学の名誉教授である竹田契一先生は、

よく日本の特別支援教育はアメリカから30年遅れてい

るとおっしゃっていますが、ギフテッド教育も30年以

上遅れて日本でいよいよスタートします。ギフテッドは

その定義上、発達障害のある人と同様に、いわゆる正規

分布の中心から外れたところに位置する「規格外」とい

えます。その意味でギフテッドの教育は、発達障害のあ

る人の特別支援教育を十分に応用することができます。

特に発達障害とギフテッド、両方ある２Eの方にはぜ

ひ良いところを生かし、伸ばし、社会貢献する立場に

なってほしいと思います。ギフテッドの支援は、適切で

ないと大きな害を及ぼすことも知られています。特に

「同じ」であることを重視する日本社会では、「違うこ

と＝ユニーク」ではなく「変」ということになりやすく、

集団に合わせることが求められがちです。しかし、えじ

そんくらぶの会員の皆様はご存じのように、発達障害の

ある子はみんなと同じ条件で同じ成果を出すのが難しく

「うまくいく条件が異なっている」のです。「同じ」が

求められる学校での生きづらさという点では、発達障害

とギフテッドのある人は共通しているように思います。

「大多数の集団と違う」ということで不登校になってい

る人たちの支援にもつながる概念です。

いろいろなご意見お待ちしております。
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第1９期オンライン（全６回）

夜間講座 202３年１月スタート

「２E 発達障害とギフテッドの
理解と支援」 を学ぶ
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